
胡桃の枝条習性に関する研究（第1報）*

母枝とその発現新梢に就て

町田博**

Hiroshi MACHIDA : Studies on the Growth Hadit of Branches of Walnut Tree. 

I. New Shoots Growing on the Different Previous Shoots.

(1955年1瑚10El受理)

楕　　　　円

清雅結知こその新榔甜狛こ生成する邦偶の,枇杷・滞

州・榔・粟等こ於ては新相の発現成良市准対顔の有

無多少執こ裁て,之廿前年職印も瀾瀬比の闘淑こ於て知

ることは極めて霹異なことであって,己に三木・非木瓜

木村氏,肘掛根尾氏,浅見氏-1潤氏一藤村氏,松原

氏等の調査研兜があってその抜糸及び甫兆個性が肌かに

されている。倣ってそれ制封紬こほ栽培上適切融露枚粛

矩淡が確立されている0

然るにそれ等調師こ斬似した頂部結矧蛙をもつPec叫

胡桃に就ては,欧湘こ於てH・TJ・(〕llANlcandA・H・
FIN(コ江,A.C.00SHAIU),II・L・CllAがI…ndlT・凡1加ト

。H,E.R.LAI叫nM.(コROn-1氏等の研究があって成

程掟の勢発動期も知られているが,わが国の栽培胡桃に

就てほその栽培学的研兜は著しく立遅れ・米だこの面の

調査研究は全く行われていない。そして実際栽培地に於

てみても,殆んど全部の胡桃樹は程塵の差こそあれ隔年

緯邦をなし,品質の不均斉と生速見を不安蝕こているロ

そこで胡桃に裁ても他の刺繍と同様に良泉の多収及び年

次の均産を得るために,土壌及び肥培管理に関する研賂

技術を進める必要のあるは勿論,その整枝封短に関して

も一応検討の姿あるを感じ木研究に蔚芋したのである0

先づ,胡桃樹の枝粂及び育児習性の概念をつかむために,

融安と新柵の発現及び蔚灘関係に就て調査した0本報告

は1950～1954年の5ケ年間の調査結果である0

調　査　方　法

水調査は胡桃の主産地小県郡郵相の山間部にある当学

部附属灘腸の胡桃間での品種系統の輿なる別年生信漉胡

桃(Juglansregia)4樹を用いて行った。調査には昏倒

がその年の新柵の成長及び結黒を終った秋季に於て各樹

冠の下帥こあたる症創文1柚運び,その恥その脚)

会所柚とその丹機工油年枝)に址で紛)れたけ棟の強弱

としては脚軋新柚共その甜批より㍉下血の如くnc‖l

の差を:刷虹して5階級に分け,棚虹研榊にほかA,

11,,n,b,‥・等の符骨別口いたい
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又南光の有無は邦摺柄旭の有価こよモ),鎚数の如何は

囲わなかったQ而して蒸田柄痕を認めた技は結果潤棟及

び結尭受とし,それ噺認めない枚は発育軸受及び発育杖

とした。新櫓の華現肺捕りには,母校の丁鵬柑甜描沌儲

1飾面壁とし,これよりその融如)捕師こ向って2,3,

4即位按摩と呼称した0

調査結果及び考察

本調査に於ける成熟ま普通栽培の感謝期にある刷描∫

に於て,その籾冠を構成している柑枝及び新柚の長翻り

の数丑的関係,用瀬の艮櫨とその折醗硯の関帆哨部

優勢性,頂棲結異性の粗風新柄の融藷と前説の関胤

前年の離柱の有無と当年の蔚灘との関係一新櫓の艮短並

に蔚瀕とa花芽数との関係等を明かにしたく1

由l樹冠中調翻こ供した亜封桟は,それに榊を数100

以上あるものを酎熟こして運んだのであるが,1簿価1

樹当の調査棟数は母機に於て70～130,大体100以上であ

り,それ等より発現した新楷数は105～251であった。

1,母枝及び新楯の長短訓割合

春季に放て樹冠を構成している朝融安衆の2年枝即ち

母校は何如なる程度のものが如何なる割合にあって,そ

の生育季節にそれ等棚安より発現する新柚が如何なる程

度に成長するものが多いか,即ち母校及び新柚の長栴別

様数を%として,晶種(樹〕別に示したのが節1麹であ
*本報告は園芸学会昭和盟9年春季大会に予報した。
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る・　　　　　　　　　　　　少い。之に醐勢が大きく影響しているであろうけれ
錨1表によつてみると・先珊枝に方昏ては，晶搬年　ど，他の一閥…駒徽結果から推して品勲勺蝦と考え

次によつて多少の変蜘焔るが，layiしてA（5・m以下）　ら2t1：：いこともない。伽及び・の糊、1支中にはエ・mに

の弱小披が最も多く，次いでB（5～］Ocm），　C（工0～Z5　　　も逮しない極弱小伎もあり，E．e枝の強畏大枝には50clu

CT．VI）・E（20Cln以上）・D（1「）－v20cm）枝と漸次少く，大　　　余に逮する極強擾大枝も稀にはあつた。この様な強大・1：

体A枝が35～45％・B枝が30～40％C櫛ミエ0～20％，D　劇rl鰍Aの如鰯・欄，櫛、らV＊勿論，工玉．Gの短・中緻

’E枝が2一工0耀である・漁こ之欄・被から発現した新　櫛、らも殆ん醗現すること1；燃く，D．Eの強畑枝

梢は之また・の弱小櫛鞭も多く，次いでb，・，・，d，　からのみ発翔一ることが鰹された。叉耀籍外に，3・・一

と漸次少いが認枝の割合に比べて・働ミ多くなつ・（・b，　4年枝誕に1日い1蘇からゴ易合によつて樋1長大枝畷

c・d…枝が少くなつている働向がみられる。又剛支　現をも販けた。

に於てD。E枝等の強大枝が少い峙厭その新梢にもd・e　　　藤すゐに樹簸構成恥f壷二枝条の大部分ほ10c蹴以下の弱

の如ぎ畏大披の発現が少い傾両がみられる。而して1雅言欄　　　小枝或は短枝で，15cm以上の長枝及び強大枝は僅かで

的にはNo・5a，　N‘）・9は（；・D，　E及びc・d・e¢）如　　　ある。而して慨枝に長いものが多い程その発現新梢にも

訓二1噸大櫛ミ∫徽1膨く・N・・1°・N…Z・e・a；そ」1・蜘・　、匿いものヵ・多いこと々洩他螺樹のゴ胎と同様で濫、る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1岳…　倒：枝及び新梢の長短刎割禽

　　　　＼長短1　　　　慨　　　　　　　枝
品　　種　　＼、
　　　　　　　　　　A酬c「D1．11町111’　　　　年次＼＼

　　　　　コ．950
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NQ．5a　　　　　19石3

　　　　　1954

　　　　　平均

37，2

15，9

52，6

57．⑪

31，4

38．8

35，7

33．6

20。1

28．0

35，1

30，5

12，9

28，0

12，3

9．4

15．O

l5．5

5．7

10．3

4．4

2．8

8．3

6，3

8．5

12，2

io．6

2，8

10．2

8，9

100

100

100

iOO

100

100

新　　　　　　　梢

州・1・レ1・・
48．6

38，0

66，3

49．0

23．0

45，0

31，1

33．5

21，8

30．　0

31，4

29．5

5．8

14，0

7．5

11。3

18，7

工1．5

4．4

7．8

3．5

3．4

9．8

5，8

Io．1

6．7

0．9

6，3

17．1

8，2

100

100

100

tOO

100

100

No，9

1950

ユ951

1952

1953

ヱ954

平均

19。2

36．0

29．6

41，4

40．3

33．3

43．0

32．5

39．5

43．3

3LO
37．9

17．7「9．3

13．2

13．6

11，5

21．7

15．5

6．1

7．4

2．8

2，3

5．6

10，8

12．2

9．9

1．0

4，7

7．7

100　158．6

IOO

lOO

100

工OO

IOO

38，9

50．9

30．8

33，5

42．5

30．6　　6．0

31．6　　9，8
37，3110，1

47．1　「　15，7

　　1
3。・ 撃戟E…

35．4113．8

2．4

4，9

1．7

4，7

L6
3，1

2．4

14．8

　0
1．7

6，9

5，2

100

100

100

！eo

100

iOO

No，工O

］950

1951

1952

ユ953

：954

平均

43。6

28．7

66．3

36．3

43．7

43．6

3L3
31．3

52．4

S9，6

11・5［　1．3

18．31　13．O

　　I
2，4

8。9

10．3

No．11

ユ950

z951

1952

1953

1954

平均

35．9

42、！

31．4

73．0

40，7

44，6

38，8

35，2

4e．9

24．4

41．6

36．2

18，5

12．8

2L9
2．6

13．0

13，8

　　0
　0，8

1　3・8

　0

8．7

　0

L6

2，6

100

100

100

100

100

68．4

48，0

65．7

30．4

53．1

29．8

27．7

33，3

52．3

35．8

2．9

7．9

4．8

　0

1．9

3．5

3。9

2，0

1，0

　0

2．8

1・91

100

100

100

100

100

100

58，0

32．5

65，8

66，6

27，1

50，0

32．2

44．0

25．7

30．4

45．8

35，6

1．8

10．5

1，0

H．5

6．2

　0　　　　0

6。7　　7，1

　0　　　　0

1．2　　4．6

2，0　　2．9

ioO

iOO

100

100

100

7．6

14．5

7，6

3。0

19，4

10．4

2．2　　　0

7．8　　i，2

0．9　　　　0

　0　　　　0

2．2　　5．5

2．6　　1，4

100

100

100

100

100

100



20　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部研究報皆　第5号

　2，母枝の長短と新槍発現率　　　　　　　　　　　　　即ち胡桃の1剛支から発現する新梢数は偲被の長窺に

　一般に1樹上に於て母枝に関する仙の条件が同…，・であ　　　よって多少の差はあり，5cm以下では1，20c叫1ヨ外では

ればその細舷長量綱較の大きさ鵬表面徽は罪瞳　3である・一㈹蹴多くて蝋糊位で鵬木で踊・
に正比例すると諦れる．翻査に於て賂枝の畏さの　但し鰍餌・セ・は5－6本の凱静るもの轍・ゐ識

み測り，その径は測らなかつたので，珊撫こ対する発　この獺率は・踊的に雌獅ミないとdS’えら泌・

現新1轍即ち発現率を剛勉長1三醐にみて，之を第2表　　3・枝の囎醇優勢性

に示した。第2衷によれば漸1千雛現率購枝の畏短及　　郷ll一般で購枝上］酬1の雌班朔‘が駅雌も磁

び年次によつて韻があり，最低1．エから鵬3．9で，　だあつて，粉のlbl・働く弱く測占部に近哨螺耕と

轍別差より綱枝の顯騰の方カミはつきりしてお　なるのが鞭』費泌・胡桃の鳳撫・於驚媒うな］購

り，即ち鯛、枝の発耀駄工．1－：L．岬均・・2であり，E　優釧生が他の県瞭比べて如何’tsXa「Vtsか醐鮒るため

磁のぞ構2伽4岬均3，・鵬り溺棚・櫛醗　v・，駒了梢が鰍頒部から誹・轍・購どの節伽を・獺

轍は少く，強柵枝観現蜘ミ多いことを示しており・　するものが多V・か柵伎帳醐臆みたの媒罎に，

磁の顯別なしでは4樹でエ・5’－1・8である．　　廻調・1畑・発肌だ瀦の節働1剛帳魔即瀕部

　　　　　第2巌冊枝の樹三醐新・i鱗蟻樺　　　　発…囎湘（以下］職と諭）が鯉雌の新柵砒べて如

麟の総枝数通築隼次別豊塑杢＿…　　　噌　．　＿，
，　　　　　　　　　　，　　　　何に成畏が暇盛であるかを第4表に示したo

璽鮪噺翻墾率1・噸麺璽甦L醐腿　　　第臓繍嚇・別船ω
’…一ヤT『1 @　　　　　　N｛』し塗L＿＿＿，一一t＿＿＿＿＿一＿．　　　　　　　　　　節位’一　　・　　　　　　　　・　5節枝　　鯨
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第3表によつて節位別の新梢の割合をみると，斉樹即
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ち踊的には殆んど韻がなく，llelして頂枝が断然多く　　次に頂枝と仙鮒噺搬iにどの繊のイ・隈避良1励脹

全新梢の50・－60％を占め，漸獺j働下るに従つて発現　の磁さの遡忌が踊かを第4湘賦した。第嬢1略

新梢嫌じ・第2節位枝が25・一一30％，第3節位枝が10・一　樹にliK，てその犠に」職及び鉋2・3鱒i㈱〒糟の3本だ

ユ3％，第4節位枝が2・－4％，第5節位枝以下が1・－3　　　けを発現した母枝を集計して，その昏節1立：別新梢の平均

％である。之を輝枝の：｝憂短別にみれば，Aの如き弱小岡：　　長さを示し，旦つ頂枝の伸長量を1とした場合の他節傭

枝の新梢は80～90％が頂枝で，3節位からは稀に発現す　　　新梢の伸畏比率を示したものである。

る搬で・以下の節位から剛寺別の原因がない限り金く　第嬢セこよれば，剛嬢に応じて・eの瀦の伸羅1：に

発現することはない。B僻枝になると，頂枝は50％内外　　　消厨よあるが，何れの品禰，何れの年に於ても概して頂

で3節位発現枝も19％内外みるが，4飾跣…現枝は極め　枝のi帳量が胤火きく，平均7．7－9．8・叫磯し，次

て稀で5節位以下の発現技は殆んどない。C・D．　Eと強　　　で第2節ll＞：被の平均4・　6－・一　（s．　9cmで，錨3節位被の成侵

一JcffJ：枝になるに従つて下節位発現枝を僅かに増すが総体　　　澱が最も小さく5同句3．4～6．5Cmでtt，る。之癒頂枝の平

的にみて大体2節位枝発現は］頁枝獺見の羅鷹3鰍　 均伸露麺対する第2・3酬撤卿｛1、Eミ比でみると，］鰍

枝発現は頂枝発現の燗度であつ一⊂1服獺が鰯であ　の長さ1に対して第2飾職のぞ枷：0．59～0．8711［1ち5

る。叉2番披（夏梢）の発現も相当あることからも頂跡の　　割から9割程1癒第3節位被がq44～0，761｛llち4割から

鹸の旺盤を物語つている・　（第慧4及び7参照）　7翻鞭のi帳量である。之剛：勝の馨鵬が侮轍：

　　　　　　第4巌　新櫓の節位別祠1長鍛　　　　　　　　　の；撃に先んじることと，その成優が旺盛で＄：，ることを物

贔種

No，5a

No．9

　　母’枝　畢均新梢長cm
年次

｢5磐脚節枝陳
19501　16

工95工　20

講21
1954120

祠17
19501

1951

1952

工953

1954

平均1

35

21

19

i4

5

19

19501　ア

1951　30

12．1

15，7

16．4

9，8

1L6
13．1

13．0

20．6

15。4

8．6

10，1

13．5

9，0

14．9

11，2　　5，9

14，2　　8．9

7．8　　3．8

7．4　　4，8

8．2　　4，8

9．8　　5．6

9，3

19．3

9．2

8．3

9．5

8．5

5．5

10．9

5．7

5．5

6．7

6．9

5，9

10，8

6，4

4．9

4．4

6．5

3，6

9．0

6．8

5．4

2．9

5，5

No．10

13，9

」轍に対す　語るものである・（願鯵照）但し1・2例外も観漿
．Z）．1．1瞳1三1；一一・一一　された、、

2鰯・鯉　働・…鱗・於て・酬轍乱釦・腋隊
0．53

0，63

0，49

0，65

0．59

0．58

0．59

0．57

0．62

0，66

0，71

0，87

…i…1・・6［

1952　　　616．8｛　　3．9

瀾口’立iII2

7．5i　4．8

2，8　2．3

10．31　　7．0

0．74

0，54

G．72

0．92

Lo・34　るに獅表吻繊灘用う紘ら鞭｝。轍をかttte

O・35　鹸でなけれは充分でないと考えるが一応第5、Xeeよっ

　0、66　　て考察すると。

0・63 @先づ節1捌に纈撤1胎麟ると，］賊は4・1．・．・56タ6で

　0．53　　　従つ一ぐノ」、さい謝｛となることからも弼霧惑され為。　（奪爽6

　0．76　　　　　参ll（・1）

o・82　　以上測嬬現の多いこと，頂枝侮澱の大なること，

0・66　その仙から・嚇樹に於ける枝の1酬1優釧生は媛階である

　0・54　　　と考えられる。

o・66　4，頂枝結曳性

　0．38　　　胡跳も他の2・3果樹のように頂枝結実性であると雷

　0．47　　　われるのであるが，爽際どの程魔の頂枝結i薄性であるか

　0・74　　　を考察するため｝こ，5ケ年聞の調i醗親梢を節位S　t］　ea区

゜・65 @分し灘曝翻蜘分し，各区に於ける結果微と発
o・31　轍数の割舎を求めて第5灘そ尋た。

＿鰹　胡桃獣鰯年撒をす・ので，鰍醐朧翻す

No，11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鷹綜藩号…需1二讐灘灘窪謙錨欝
朧娼1薩：li

圭：9茸i　　　　　　I 茸i　　 ：：　9
陶・8；・．・

　　　

12・216・5i　5・7

7・　II　4．L　4．1

6，アi　　3＿4i　　I．6

4．2　　3。61　　1．8

z　714・613・4

O．53

0．58

0，51

0．86

0．63

050　　第5節以下の枝は13－33％と何れも著しく不同な割合を

o・4ア　示し，f鞭：の下るに従つてその割合蝋少している。
0・58@　　然し同節f立枝に於てもその長短によつて結果枝制合に
゜・24 @可成の瀬がある．即ち醸の］職に於て，・鰯，順
1：li枝では・・一・・％vc」Kぎない・・川の轍搬酬支で

一　　は60～90％であり，第2鰯：の葛弓小枝は稀に結果枝とな
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第5表新梢の節位及び長矩と蒲果の関係

壕1遼澱…
1　　　　　　　　2

十　　　一一　　　　十　　　一

3

十　　　一

　4

十　　　一一

一m”－evrw－－pt

No．5a

5一ノ

十　　　一・・■ 十　　　　一一

h　　　44．2　55．8　　　7．9　92．1　i　l5．1　84．9　旨　　　O　　IOO　｛　　　0　　100　1　28。6　71．4

G　　　　65．4　　34．6　　　　30．5　　69，5　　i　33．3　　66．7　　　　28，6　　7L4　　i　　　　O　　　IOO　　I　4〔∫．7　　54．3

…。225・・一・・55・・512…80・・1・100…一引…O・…0
・　74・325・7158・84L245・854・2ト23・077・0…20・°80・015L548・5

ぺ3・．566、5161・・「奄撃撃撃盾盾戟|一一一訓27・・172・9

計．…452・6…・…76・・i25・674・4－6・783・・P3・386・・136・6噸

　　　　1　　：L　　l　39，1　　60．9

　　　　1
　　　　　　b　　　56．5　43．5

　　　　　　〔｝　　　　76．3　　23。7

N・・9　d90．010．0
　　　　　　　！
　　　　　　e　 I　67．7　32．3

1L988・li25・・7）「・・1－－
32，8　　67．2　　1　29．3　　70．7　　　　　　0　　　100

、　56．5　43．5　．　7L4　28．6　1　33．3　66．7

訓5…44・・141・258・・1・・洞9・・ト4・・1・3・9

58，3　　41．7　　1　52．9　　47，1　　　　57．1　　42．9

　　　　　　　　　　　　　71＿0　　29、0　　，　61．3　　38．7　　i　52．4　　47・6

No，10

No．11

36563．・514．096．0

　＿　　　－　　　33．9　66，1

　F－…　　－　　　45，£　「4．8

　－　　　
一一一

@　1　66・6－　　33。餌

　0　　　1⑪O　　i　67．5　　32．fi

40．06。．0162、i　37．9

33，3　　66．7　　　　三亨⑪、3　　49‘7

仙

h

G

‘1

e

計

a

b

G

cl

e

計

65，7　　34，3　　　　27，2　　72．8

58。5　4L5　　　45．5　54．5

60。0　　40．0　　　　46．2　　53．8

36．4　　63畳4　　　　33，3　　66．7

51？4　48弓6　　　29．2　70。8

3L5　　68，5　　　　　3，8　　96．2

48．9　　51．1　　　　14．3　　85．7

6L8　38．2　　　35．2　64。8

76．5　23．5　　 46り7　53。3

75，0　　25．o　　i　33．3　　66．7

436　564　　213　787

　0　　工00　　　　－　　 －　 1　　－一　　
一一一
@」　3196　68．4

　　　　　　17，5　　82．5　　　　　　　0　　　100　　1　　　－一一　　　　…　　註　‘18．7　　5L3

27，8　　72，2　　…　　　　0　　　100　　1　　　　0　　　王00　　1　46，8　　53．2

　　　　　　　　　　　　　　O　IOO　I　　O　lOO　I　　O　100　i　36．8　63，4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l11，188．9　0100、33，366・7i25・075・0
16・183・9　0100｝14・385・7」40・9・9・1

・　…　　　　　　1　・　・

　O　　tOO

7．5　92．5

12．2　　87畳8

27，2　　72。8

62．5　　37．5

145　855

0　　100

0　　100

　50．0　　50．O

l13・686・4

一　一［28．47L6
　　　　　　　

鍾騰lli
20．0　　80，0　　　 4699　　53．I

I6・783βト33・366・7

註　＋は結果枝，一は発育枝，数字は％

る程度であるがそのG・d枝は30－60％である。但し頂　　　体に於て長い粒程結身乏割倉は大きい。即ち域程度迄威長

枝の申でもe枝にはReader　Shootが多X・　・からその結　　　の良い新梢が蒲す果ると言える。

果枝割合がd或はc枝のそれより却つて小さい。　　　　　　要するに頂枝及び之に近い新梢で10～20cm穂蓮の成

　之を要するに頂枝なかんつく5Cln以上の頂枝は大半着　　　長枝が大部分蒲果することが認められる。この罫を，ぺ

果するが，第2節位枝以下の新梢はその長さの短く癒る　　　ヵソでは5～ユ5吋（12，　or　．－37．5cm）の成長枝が蒲果も

と節位を下るとに従い着果することが少くなると言える。　　よく生産的であると雷うのに比べると，胡眺の披梢は結

　爾各樹に於ける全新梢の結果枝割合は昏年1こ消長はあ　　　；劉i乾に限ら脚ナペカソの枝梢より威長蟄力二少いものと推察

ったが，5ケ年の総計に於けるそれはNo．9が最も姦く　　　されるし，又胡桃に於ては，負筈1鍛でみた如く全枝梢中

て50％，Noほ1が最も少くて33％で他の2樹は夫々36　　10～20cmの被は数騒：的に少いので，寧ろ繍果披％も高

％，40％であつて，概してNo．9は着果の良い樹である　　く数量的にも蛋いところの5～15cmの頂被がその植｝の

と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果生塵を菱配するものと患われる。

　節位を問わず，新梢の長短別の結果枝捌合を同表によ　　　5．前露の畠吉果の有無と当年の着果

つてみるとa枝が30％内外，b枝が30－45％，　G枝が40　　　胡桃が隔年結果することから，前年結県した被jliJ’ら結

tV60％；d枝が50～65％，　e枝が50％内外であつて，大　　　果鴎：枝から当年発現する新梢は大体不結果酸即ち発育枝



Il幅・鰍の技粂翻坐に謝翻院佛1緬　　　　　　　　2s

であろ5と推察されるのであるが，この関係を知るため　　　に於てもh枝と同様な傾向がみられる。d。e両枝に於て

に・毎年の調査母枝を結果叫枝群と発育母枝群に区分し　　　は，上拙仙枝の様な傾向はみられない。即ち提さ5cm

斉群の発現新梢の結果枝・発育枝割合を奪1二出して第6表　　　以下の弱小1｛支は前年結淵匙の有無に拘らずその新梢倣，時

を鴛た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には蒲果もするが火体は1【♂課しないし，5～15cmの短中

　第6表によれば，先づ各晶種（樹）短に全新梢（表中　　　級枝は嗣年結娘1支であればその新梢は大体着果しないし

計欄）の十・一枝割合をみると，結果母枝から発現した　　　前年発育枝であればその新梢は齋果する傾向があると考

新梢は結果枝が30％内外で発育枝が70％内外であり，発　　　えられる。従って5岬工5cmの枝が1樹冠呼！枝条の大半を

育母枝から発現した新梢では結果枝・発育枝共大体50％　　　占めるのであるから，それらの枝の瀟果。不蒲果洲仔li年

内外であつて，概して前年結果した枝の新梢は火半不結　　　繍男・を表ユ児するのであると維察される。

果枝であり，前年結果しない枝の新梢ほ結果枝・不結果　　　　6．枝の長短並に溜果と♂花芽数

枝相半ばするが僅かに結果険が｛多いと雷える。　　　　　　　　胡桃ほ♀・3異花であつて，新梢先端或は葉腋にδ花

　　　鰯表剛勉韮轍別の綱灘1脅（％）　　謝棚狛こ誠融潮‘騰鱗）又職凱並んで現出

論叢驚：鉾饗1，

No，5a

淵1　1曝
c　l　32，8

d

e

計

脳

b

c

d

e

計

52．7

50．4

27．2

　12，6

　37．O

l　64・8

「　71．6

　66，3

　46，4

67．2

47．3

49，6

72．8

発醐欄の　するもので・　C・1au，i“L－t・；］；その概で外醐に1加醐陥

No，9

発＿現新＿納一　　　が，県謝：（混含謝つは翌i春崩謝｛贋でないと分閉しない。

腿卜枝　聯脚仙の糊・齢硬含め・・）芽・謝

No．10

No．1工

b

c

d

e

計

b

G

14．6

29，7

42．0

33．3

23．5

30．！

3．0

23，6

35，9

71，8

83，0

52，9

56．5

52，6

87．4　　　　55，8

　　　63．OI　　67．7

35ゆ2　　　　ア3，3

28・4　、　　46晒1

33，7　　　40．0

53．6　　 60．4

85．4

70．3

58，0

66．7

76．5

69．9

64．1　　　’況を郭しく異にしている。爾胡桃に於ては樟垂にJlり（｛多

28，2　　　分晶樋li白に）as花穂の多刀iあるを晃ていたし，嘗って

17，0　　　　「胡桃にはLt花の蒲かない樹がありますカ、」との質問を

47。1　　　憂けたこともあるので，特にこの調査を行つた。

43・5　　　　　このS花：夢や外、1夢に就ては他の観颪からもi訂1り査研銑1し

47・4　っつあるが，蜘こは1莱梢に関連して，枝の融1汲びその

44．2　　　7斎果の膚無とその枝，上のO花封加生数との関係を識す

32．3　　　　る。第7・衷1よ枝の長短別｝こ1枝i当O花二芽撒を斎年毎に示

26・7　　　したのであるが，先づ各樹（晶種）毎の全枝数に於ける

53・9　　（…剣・計欄）3糊ヌ数をみると，年によつて幾分の変化

60・0　　　はあるが，樹によつて閉らかな藻異がみられる。即ち5

29・乏　榔の厳当・陶椛徽1まN・，5・カ・・．3，N。．9が3．・9，

　　　
36・21　63・8　　　No．10が2．5，　No．1工が8、4であつて，融種的にNo，5aは

76．2

60．0

45．4

26．3

51．5

「97・・ 翠ｳ・・1”9・：1『こ麟・・ら・・る・

　76・4i　53・9i　46・1　　　　次に枝の長1二朝Uに＄花；芽数をみると，寧｝小被も強大枝

23・8　　　6花の少い系統，No．9は3花の多い系統であろうと考

40・0　　　えられる。実際に開花期に樹園を巡察する時No，5a或は

54・6 @　　No．9の如き比較的少い樹と多い樹を他にも見ることが
73°7 @　出来る。叉N。・5aの如きより更に少い樹を見かけること

48，5

．一．．． @　　もあるので，場舎によつては3花を着けない樹のあろう

（l　　I　　48。61　　51　4　　　75．0　　　2フ．0　　　　　　　　　　　　　　　　　監

劃ll：li・1：；畷i：1：1欝識謡蹴感纏銀婆碧

i3L8 堰@68’2164・　°　131・°　も郷椛撒の多嘲のもの瞳く・t少嘱のものは
I　　　i　　’　　　　　　　　　　　矢張り少い。同一樹上では年によつて必ずしもその様な

　りtの@　　　　　　　　　　　tttttU「tL　　tnVtりt　tt　tttrmnv　tロ　　　　　　　　　　　　　　Lttt’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　’の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　更に同表によって新梢の長短別にみれlat，　｛Lの弱小枝　　傾向を示すものとNQ・9，　No・　10の如く弱d魂支から中

は，その前年枝の結果の有無に拘らず不結果枝が多く，b　　　級枝までは漸次姦くなるが，それより強大枝に向って

撫こ於ては，それが結鵜枝の獺新梢ならば不結果枝　却つL’砂くなる傾向のものがみられ；5．之を1つの傾向

が多く・発育母枝の発現新梢ならば結果枝が多く・・枝　とも考えないが，N・・5・・N・・11の如くILの弱弓・櫛ミ他
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榔比べて灘多圃の踊。とは，案際にその弱小枝　軸の脇るカ・らδ儲の鯛鋤樹ll1｛綱よ鰍礁

の頂部に3～4個の8花芽が築団着生するのを相当みか　　　果を期待出来ないわけであ福

ける如く，漁づける所である。　　　　　　　第腋蘇の糠と確1鞘’剛畑1

策7表　枝の長短とo“花芽蔚生数
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N°・　11・di、．8t，：，、。

lliili騰1

i　e　　i　＿　　2．0　　＿
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　4」1－∴　4）鰍及び之セ。近噺梢でx⑪認。・・曜脚鹸櫛

爾芽の着生状況は1葉腋に1芽とは限らず，前認の如　　　大半結果枝であることから，頂被結実性を確認したL）

く頂部に集団着生している場合もあれば，叉1葉腋に1　　5）5　一”15crn枝の結果母枝からは大体不結果被が発現

δ花芽或は26花芽或は叉1花芽1枝芽の2芽が着生し　　　し，その発育濁：枝からは結果枝が発現するのが諮通であ

ている場含が相当観察される。（写莫6参照）　　　　　　る。そして1樹1・ド多i数を占める之等の枝のその関係で隔

　次に結果枝と発育枝とで，夫々に着生するδ花芽数に　　年結果になると考えられた。

如荷なる差異があるかを第8表によつてみれば，各樹共　　　6）　1枝梢上のδ花芽数は平均工．ユ～3・9で1｛費種系統によ

その年度別にみてもそ5であるが，平均に於ても♂花芽　　　って萌かな差異がある。叉着果枝上のδ花穿数は，∫く蒲果

数は結果枝に少く，0・6…2・　0であり，発育枝に多く1・　7・v　　枝上のそれの％程度である。

姦1薦蕩藁農鰯宏搬簸籔難餐濃瀦　　　　　参考ac献

率を高めて多収を計るために授粉樹を混植する場合，そ　　　1・浅見与七：果樹園芸汎論（勢定及摘果粘［1），（1942）

の開花期を霞視することは勿論であるが，花粉の多きを　　　2．GosARD，　A・C・：Proc・Ame・Soc・Hort・Sci・，

　4．0　　　2）　1濁：枝からi発現する新樽数ほ，5cm以下の書尊：枝に於

　3・1　　　ては1，20cm内外の樽枝に於ては3である⇔

　2・7　3）新梢F順枝が50～e・O％の多数で踊こと及び】：轍の

・2・8　イ帳量が他枝のそれより相当大きいことから，櫛雪の頂
2・3 @部鰯性の顕靴ること嬬めた．
　34
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舳湖桃の枝条舗，存。齢る脇（鋤鋤　　　　　　　2eo

　　　　　　　　　　　　32，396～400．（193，！）　　　　　　　　　　　that　the　shoot　has　very　strong　apical　dominance・

3．　GRo（コE，　F．　M．　t　Reuista　Mensuel諺．　A．　P．，14，　　　4、　Those　terminal　shoots　and　tlleir　near　the　shoots

　　　　　　　　　　　　164（工931）　　　　　　　　　　　　　　　　　　which　have　grown　in　the　length　of　10・v20cm・a「e

4・　CRAN．1らH．　L．＆A．　H。　FINoH：Proc・An．le・　　mostly　bearing　shoot．

　　　　　　　　　　　　Soc．　H（｝rt．　Sci．，　27，　440～443（X930）　　　　5，　工t　seems　that，　in　the　case　of　the　shoots　of「）・－v

5・　CIRANI，：，　H．　L．：NattIral　Pecan　Asst：liation　Proce－　　　15cm，　in　Iengヒh，　the　previous　sho（船of　bearing　9「ow

　　　　　　　　　　　　eding，29，24～32（1930：）（Abst・）　　　　mostly　the　new　shoots　of　nQ　bearing，　and　vice　ve「sa・

｛L　CRANE，　H．　L，＆　DoD【・；・1ti，，　F．N．；Proc．　Amer・　　　The　shoots　having　the　above　relati《｝nship　constitute

　　　　　　　　　　　　S（，c・Hort・Sciり　33・42～45（1935）　　　　　　the　most　part　of　the　tree，　and　th『｝refore　this　results

7・　木ij寸　　広　：漉及［蜀，　10　〔t2），　4・4～47　（11929）　　　　　　　　　　in　the　alternate　year　bearin9・

8．　オ公1東｝獲…4封：盟と及1闇，　12（1），　コ．67一げ工7工（1937）　　　　　　　6．　田he　nunzber　of　catlcin－buds　〈）11　the　shoots　va「les

9．叢木察治。井木良行：擬及園，10㈲，1一・・20　　　　　from工，1to　3．9per　shoot　according　tQ　the　foul’　t「㈱s。

　　　　　　　　　　　　　（1934）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田he　refQre　there　nlay　be　ob＞ious　difference　beヒween

！o・村松春太郎。松尾武美：淡及1．1｛X1，13（9），32～40　　　vari　eties，（Faculty　of　Textile　and　Sericulture・Shinshu

　　　　　　　　　　　　　σ938）　　　　　　　　　　University）

ココ。．STICWtLRT，　N，：，Better　Pruning　of　Fruit，（1955）

12・當樫常治：盤及1遵IL　4（1｝・5エ～．57（IL929）　　　　　　 写真貌明
　　　　　　　　　　　　　　　　　s・・mmary　　　　　　〔1〕5月1怖］に於け翻桃の椥籐の状温・…手打

In・th，　p・e、ent．paP・・，　th，、。the躍d・・crib・・th・・e・一　胡桃t　s…鬼iり」桃

。lt、。f　i。vestig。ti。。　i。，et。ti。。　t。・h，。umb，・，　t鱒h，　〔2〕［糀期の灘1・・1…椛㈱腋　1∫），　P°”糀

bea，i。g，ate　et，．。f、，ew、h。。・，　g，。wi。g　f，。，・、・ati。・・．（［粥花中），・s…辮（頂枝），2…朝・肢僻枝），3s’”

previ。。s　sh。。t、。f禰aut　tree．　rrhi・i駄ve・tig・ti・n　ha・　：・1　fr＃枝

b。，nm、d。　w1th　f。u，　va，i。。、、，ees　i。　bea，i。9P，，i。d　〔3〕筋鼎1の・r、欄・枝・t…］購，2…2節棚‘・

f。，、h。、e　l。、、　five　y。a，、，　　　　　　3…鋤麟，4…卿麟三（醐｛と1妙との2芽）・

Th。。。七li。，。f　th，，e，e、ultS．i、　a、　f。ll。ws：　．　5…5節f蛸三，6…6節勝（翻三）

1、　lt．i，．。lea，，h。・、h。。t、。。　th，　t，，，，a。g，　f・・m　1・m　〔4〕幡枝鮪す綱・枝・c…Sl’e・　ns”’潤・披，　ss“’

t。50、m，　i。　t。。gth。。d　th。・h。。tS。f　b・ll。wユ0・加．　葡年2翻，　t…勝した餅

。ccUPy，b。。t・70～80％。f。ll．　　　　　　〔5〕休　醐の轍磁・t・一頂芽・2以下の数瓢

2．The　number　of　new　shoots　growing　fro！n　the　　　節位を余す

P，eviQu、、h。・tS。f・b。・t　5・m，・i・m。・tly　1・・d　that　〔6〕短結果枝・F…果，　L…葉柄・t…麟・sb”°

f，Qm　th，　p，evi。u、・h。。t・・f・b・・t　2。…．｛s　11・。・tly・3，　枝芽，・b…δ花芽，…噺梢，2・…磁

3．Th。　fact　th、t　th。　t・・n・i。・1・h。。t・・ccupy・50－－60％　〔7〕2番．梢醗現した結果枝・2b・－2節位脇ss°°5

0．f　all　the　shoots　and　the　length　of　the　terminal　shoot　　2番梢（夏梢），　ns…新梢，2s…潤：枝

is　fairly　greater　than　that　Qf　the　other　shoo給con且rms




